
財政指標で見る町財政の現状
町からのお知らせ

・ＮＨＫ「民謡をたずねて」公開収録の開催

・年末年始業務案内

・ＴＯＷＮーＮＯＧＩイルミネーション大作戦２０１２

フォトコンテスト作品募集

広報連絡委員レポート 「オレンジリング」

シリーズ野木町のごみ処理⑬

「生ごみのリサイクル施設等整備基本設計」（７）
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広 報 の ぎの ぎｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｎｏｇｉ.ｔｏｃｈｉｇｉ.ｊｐ
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町の人口

今月の納期

後期高齢者
医療保険料

2012

第 ４ 期
第 ６ 期
第 ６ 期

第 ６ 期

固 定 資 産 税

国民健康保険税

介 護 保 険 料

１1月１日現在
人口男１２,５９５人

女１２,８９９人
計２５,４９４人

世帯数 ９,２６０

第３６回野木町文化祭
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伺
用
語
解
説

産
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
で
す
。

産
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
で
す
。

産
実
質
公
債
費
比
率

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
公

債
費
等
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
（
３
カ
年
平
均
）で
す
。

産
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
負
債
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

産
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
ご
と
の
事
業
規
模

に
対
す
る
資
金
不
足
額
の
比
率

で
す
。

産
標
準
財
政
規
模

地
方
公
共
団
体
が
標
準
的
な

状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
経
常
的
一
般
財
源
の
規
模

を
示
す
も
の
で
、
標
準
税
収
入

額
等
に
普
通
交
付
税
を
加
算
し

た
額
で
す
。

指
標
化
す
る
こ
と
で
、
町
民
の
皆

様
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

共
に
、
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持

し
て
い
く
う
え
で
、
重
要
な
役
割

を
果
た
す
も
の
で
す
。

な
お
、
健
全
化
判
断
比
率
の
い

ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上

と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
財
政
健
全

化
計
画
」、
財
政
再
生
基
準
以
上

と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
財
政
再
生

計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
公
営
企
業
に
つ
い
て
も
、

各
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
、
資
金

不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以

上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
経
営
健

全
化
計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

野
木
町
の
平
成

年
度
決
算
に

２３

基
づ
く
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
は
、
下
表
の
と
お

り
、
す
べ
て
の
指
標
が
基
準
以
下

で
、
県
・
全
国
平
均
を
大
き
く
下

回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
財

政
指
標
が
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、

財
政
運
営
上
な
ん
ら
問
題
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
今
後
持

続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立
を
図

る
た
め
に
は
、
こ
の
指
標
を
分
析

し
、
町
に
と
っ
て
必
要
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
、
ま
た
は
縮
減
可
能
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
考
慮
し
な
が

ら
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必

要
性
を
判
断
す
る
た
め
、
健
全
化

判
断
比
率
、
及
び
公
営
企
業
に
関

す
る
資
金
不
足
比
率
を
前
年
度
の

決
算
に
よ
り
算
定
し
、
監
査
委
員

の
審
査
に
付
し
た
う
え
で
議
会
に

報
告
し
、
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
財
政
指
標
は
、
財
政

状
況
を
わ
か
り
や
す
く
客
観
的
に

産
財
政
力
指
数

普
通
交
付
税
の
算
定
に
用
い

る
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財

政
需
要
額
で
除
し
た
数
値
（
３

カ
年
平
均
）で
、
１
に
近
く
、

あ
る
い
は
１
を
超
え
る
ほ
ど
財

政
に
余
裕
が
あ
る
団
体
で
す
。

産
経
常
収
支
比
率

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断

す
る
指
標
で
、
経
常
的
経
費
に

充
当
さ
れ
た
一
般
財
源
が
経
常

的
一
般
財
源
総
額
に
占
め
る
割

合
で
す
。

産
自
主
財
源
比
率

歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財

源
の
比
率
で
す
。

産
積
立
金
残
高

年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を

調
整
す
る
た
め
の
財
政
調
整
基

金
、
地
方
債
償
還
の
た
め
の
減

債
基
金
、
そ
の
他
特
定
の
目
的

の
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
た
特

定
目
的
基
金
の
残
高
で
す
。

全国市区町村平均県内市町平均財政再生基準早期健全化基準野木町指 標

―20.0%14.9２%―実質赤字比率健
全
化
判
断
比
率

―３0.0%19.9２%―連結実質赤字比率

９.９%9.3%35.0%25.0%4.9%実質公債費比率

69.2%４0.2%350.0%―将来負担比率

経営健全化基準野木町公営企業

20.0%

―農業集落排水事業特別会計資
金
不
足
比
率

―公共下水道事業特別会計

―水道事業会計

※「－」は、赤字または将来負担、

資金不足を生じていないため、

当該数値については該当なしを

表します。
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算 出 基 礎
野木町の
偏差値

県内市町
平 均

野木町項 目

基準財政収入額
（平成2１年度～2３年度の3カ年平均）

基準財政需要額
10７.９0.7２８0.8６９１、財政力指数

経常経費充当一般財源等

経常一般財源等収入額＋臨時財政対策債

＋減税補てん債

10１.９8７.５8６.７２、経常収支比率(％)

自主財源

歳入総額
10８.１5５.１6３.６３、自主財源比率(％)

(A＋B)－(C＋D）

E－D

1１７.３９.３４.９４、実質公債費比率(％)

地方債残高＋債務負担行為額ー積立金残高

住民基本台帳人口（2４年3月31日現在）
1１７.０2６９,４４８１０４,８６７

５、住民一人当たり
将来財政負担額(円)

積立金残高

住民基本台帳人口（2４年3月31日現在）
10２.６８１,４０２９７,７５４

６、住民一人当たり
積立金残高(円)

茅
こ
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、
野
木
町
の

年
度
の
財
政
指
標
を
県

２３

内
市
町
平
均
と
比
較
し
た
も
の
で
、
県
内
市
町
平
均
１
０
０
の
線
の
外

側
に
あ
る
ほ
ど
財
政
状
況
等
が
良
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

×100

×100

A：地方債の元利償還金（繰上償還等を除く）
B：地方債の元利償還金に準ずるもの〔準元利償還金〕
C：元利償還金または準元利償還金に充てられる特定財源
D：地方債の元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額

E：標準財政規模

財政指標で見る町財政の現状
問 財政管理課 撒(57)4116

産財政の弾力性(経常収支比率・実質公債費比率）産財政の豊かさ(自主財源比率・財政力指数）
産財政の堅実性(住民一人当たりの積立金残高・住民一人当たりの将来財政負担額）

※
県
内
市
町
の
平
均
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
、
野
木
町
の
数
値
。

餐餐餐 斬斬斬財政分析指標
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産
永
年
勤
続
消
防
団
員
御
家
族
に

対
す
る
感
謝
状
（
９
年
）

第
１
分
団
分
団
長
関
根

毅
ご
家
族
様

第
２
分
団
分
団
長
知
久
敦
則
ご
家
族
様

第
１
分
団
副
分
団
長
廣
瀬
和
章
ご
家
族
様

本
部
分
団
団
員
波
多
野
康
弘
ご
家
族
様

本
部
分
団
団
員
渡
邉
昌
文
ご
家
族
様

第
２
分
団
団
員
木
村
崇
則
ご
家
族
様

第
６
分
団
団
員
関
根
忠
尚
ご
家
族
様

第
６
分
団
団
員
鈴
木
規
郎
ご
家
族
様

産
無
火
災
分
団

第
４
分
団

第
６
分
団

産
優
良
防
火
管
理
事
業
所

杏
林
製
薬
株
式
会
社

開
発
研
究
所

様

野
木
町
消
防
団
長
表
彰

産
優
良
団
員

第
１
分
団
団
員

海
老
沼
直
之

第
１
分
団
団
員

大
橋

雅
慶

第
２
分
団
団
員

野
口

貴
人

第
２
分
団
団
員

海
老
沼
高
行

第
３
分
団
団
員

真
瀬

貴
宏

第
４
分
団
団
員

知
久

章
浩

第
４
分
団
団
員

老
沼

哲
也

第
６
分
団
団
員

伊
藤

一
仲

第
６
分
団
団
員

金
子

雅
俊

産
優
良
分
団

第
３
分
団

第
３
分
団
副
分
団
長

荒
籾
進
一

第
１
分
団
班
長

蓬
田
真
也

第
１
分
団
班
長

荒
井
秀
明

本
部
分
団
団
員

秋
山
隆
洋

第
１
分
団
団
員

上
原
一
範

第
６
分
団
団
員

森

孝
之

産
勤
続
章
（
５
年
）

第
４
分
団
分
団
長

関

昌
義

第
４
分
団
副
分
団
長

佐
藤
浩
史

第
６
分
団
班
長

関
根
良
彰

本
部
分
団
団
員

寺
内
健
男

第
１
分
団
団
員

大
高
一
政

第
１
分
団
団
員

新
井
貴
裕

第
１
分
団
団
員

中
村
崇
廉

第
３
分
団
団
員

大
島
拓
也

第
４
分
団
団
員

難
波
将
俊

第
４
分
団
団
員

吉
田

孝

野

木

町

長

表

彰

産
永
年
勤
続
（

年
）

１５

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続

章
と
同
じ

産
永
年
勤
続
（

年
）

１０

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続

章
と
同
じ

産
永
年
勤
続
（
５
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部

長
表
彰
勤
続
章
と
同
じ

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

産
功
績
章

副
団
長

小
野
善
行

副
団
長

大
森
健
雄

産
勤
続
章
（

年
）

１５

副
団
長

小
野
善
行

本
部
団
員

寺
内
和
隆

第
２
分
団
団
員

小
川

治

産
勤
続
章
（

年
）

１０

本
部
分
団
団
員

木
村
武
弘

第
１
分
団
団
員

石
塚

潤

第
２
分
団
団
員

大
畑
智
紀

第
２
分
団
団
員

根
岸
貴
宏

第
６
分
団
団
員

亀
山

潤

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

産
功
績
章
（
８
年
）

本
部
分
団
分
団
長

相
田
哲
也

第
３
分
団
分
団
長

田
村

司

第
６
分
団
分
団
長

坂
美
千
雄

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を

迎
え
た

月

日
、
恒
例
の
消
防

１０

２７

団
の
通
常
点
検
が
、
町
総
合
運
動

公
園
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。団

長
の
指
揮
の
も
と
、
団
員
た

ち
は
規
律
正
し
く
人
員
・
服
装
等

の
点
検
を
受
け
ま
し
た
。
当
日
は
、

各
種
の
表
彰
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
駅
東
通
り
で
分

列
行
進
を
行
い
、
通
常
点
検
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

栃

木

県

知

事

表

彰

産
模
範
消
防
団
員

本
部
団
員

大
高

和
広

本部団員 大高和広氏

副団長 小野善行氏

副団長 大森健雄氏

火火
災
に
備
え

火
災
に
備
え
てて

消
防
団

消
防
団
のの

通
常
点

通
常
点
検検

町
消
防
団
分
列
行
進
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月

日
、
町
総
合
運
動
公
園
多
目
的

１０

１３

広
場
で
、
第

回
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法

３５

競
技
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
各
分
団
が
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

成

績

酸
団
体
の
部

優

勝
／
第
１
分
団

準
優
勝
／
第
３
分
団

第
３
位
／
第
４
分
団

酸
個
人
の
部
（
優
秀
選
手
）

指
揮
者

田
村

司

（
第
３
分
団
）

１
番
員

中
村
崇
廉

（
第
１
分
団
）

２
番
員

海
老
沼
直
之
（
第
１
分
団
）

３
番
員

松
井
裕
樹

（
第
１
分
団
）

４
番
員

真
瀬
雄
司

（
第
３
分
団
）

守れ外ぼくらの故郷を
ふ る さ と

第35回町消防団ポンプ操法大会

優勝 第１分団

地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
鎧

消

防

団

員

募

集

中

消
防
団
は
、
地
域
に
お
い
て
防
災
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
消
防
防
災

体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
町
を
愛
す
る
一
人
ひ

と
り
の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
地
域
の
防
災
は
さ
ら
に
確
か
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

野
木
町
消
防
団
は
６
つ
の
分
団
で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
団
員
数
は

１
３
４
人
で
す
。

歳
代
か
ら

歳
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
で
構
成

２０

５０

さ
れ
て
お
り
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
常
に
訓

練
や
巡
回
広
報
等
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

入
団
資
格

産
町
内
に
居
住
す
る
方
、
ま
た
は
勤
務
す
る
方

産
年
齢
は

歳
以
上
の
方

１８

産
志
操
堅
固
で
、
か
つ
身
体
強
健
な
方

活
動
内
容

産
火
災
予
防
活
動

産
火
災
消
火
活
動

産
水
防
活
動

産
災
害
地
に
お
け
る
消
防
活
動

産
定
期
的
に
消
防
団
員
に
必
要
な
教
育
及
び
訓
練

待

遇

産
報
酬
な
ど
の
支
給

（
野
木
町
特
別
職
の
非
常
勤
職
員
と
な
り
、
役
職
に
応
じ
た
年
俸
と

在
籍
年
数
に
応
じ
た
退
職
報
償
金
制
度
）

産
公
務
災
害
補
償
制
度

産
研
修
制
度

産
被
服
貸
与

産
表
彰
制
度

問
総
務
課

撒
（

）
４
１
１
２

５７
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■
こ
こ
か
ら
抜
き
出
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
売
買
を
目
的
と
し
た
お
申
し
込

み
で
あ
る
と
判
明
し
た
場
合
に
は
、
抽

選
対
象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

放
送
予
定

平
成

年
３
月
９
日（
土
）

２５

４
月
６
日（
土
）、
４
月

日（
土
）

１３

午
後
０
時

分
～
０
時

分

３０

５５

〈
ラ
ジ
オ
第
１
、
Ｆ
Ｍ
、
国
際
放
送
〉

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報

は
、
抽
選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、

番
組
や
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
、
受
信

料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

出

演

〈
唄
〉
斉
藤
京
子
、
及
川
清
三
、

山
中
明
美
、
星
野
勇
人
、

塚
原
ゆ
か
り
、
塚
原
ひ
ろ
美

〈
三
味
線
〉
二
代
目

藤
本
琇
丈
、

藤
本
秀
統

〈
津
軽
三
味
線
〉
澤
田
勝
成

〈
尺
八
・
笛
〉
佃
一
生
、
佃
康
史

〈
鳴
物
〉
美
波
駒
和
美
、
美
波
駒

美

〈
は
や
し
詞
〉
新
津
幸
子
、

新
津
美
恵
子

司

会

越
塚
優
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
）

観
覧
申
込

観
覧
は
無
料
で
す
が
、

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
郵
便
往

復
は
が
き
に
次
の
事
項
を
明
記
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
往
信
用
裏
面
〉
①
郵
便
番
号

②
住
所

③
名
前

④
電
話
番
号

〈
返
信
用
表
面
〉
①
郵
便
番
号

②
住
所

③
名
前

【
あ
て
先
】
〒
３
２
９－

０
１
９
５

野
木
町
政
策
課

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
係

【
締
め
切
り
】平
成

年
１
月
９
日（
水
）必
着

２５

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、

１
枚
で
２
人
様
ま
で
の
入
場
が
可
能

な
入
場
整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
し
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

等
で
の
転
売
を
目
的
と
し
た
お
申
し

込
み
は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」公
開
収
録
の
開
催

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局

撒
０
２
８（
６
３
４
）
９
１
５
５

（
平
日
／
午
前
９
時

分
～
午
後
６
時
）

３０

問
政
策
課

撒（

）
４
１
０
１

５７

（
平
日
／
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分
）

３０

１５

野
木
町
町
制
施
行

周
年
記
念

５０

栃
木
県
域
テ
レ
ビ
放
送
開
始
記
念

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
は
、
野
木

町
と
の
共
催
で
、「
民
謡
を
た
ず
ね

て
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
番
組
は

日
本
を
代
表
す
る
民
謡
歌
手
が
、
地

元
を
は
じ
め
全
国
各
地
の
民
謡
の
魅

力
を
た
っ
ぷ
り
と
ご
紹
介
す
る
番
組

で
す
。

観
覧
ご
希
望
の
方
は
次
の
要
領
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日

時

平
成

年
２
月
３
日（
日
）

２５

開
場
／
午
後
１
時

開
演
／
午
後
１
時

分
４５

終
演
予
定
／
午
後
３
時

分
４５

会

場

野
木
町
文
化
会
館
（
エ
ニ

ス
ホ
ー
ル
）
８
０
０
席

住
所

下
都
賀
郡
野
木
町
友
沼
１

８
１
（
電
話
０
２
８
０－

－

２
０
０
０
）

５７

交
通
手
段

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
・
野
木
駅

か
ら
タ
ク
シ
ー
で
約
５
分

主

催

野
木
町
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮

放
送
局

〈はがき記載事項〉



入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
受
付

問
財
政
管
理
課

撒（

）
４
１
１
７

５７

・

年
度
に
町
が
発
注
す
る
工

２５

２６

事
等
の
入
札
や
見
積
り
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
業
者
の
方
は
、
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
書
類

要
項
を
ご
覧
の
う
え
、
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
要
項
・
様

式
等
は
町
財
政
管
理
課
で
配
布
の
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で

き
ま
す
。

業

種
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
、
物
品
・
役
務

受
付
期
間

１
月

日
～

日

１５

２９

（
土
日
除
く
）

午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

受
付
方
法

町
財
政
管
理
課
に
持
参
ま
た
は
郵

送
（
簡
易
書
留
。
１
月

日
付
消
印

２９

有
効
）

年
末
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
外
あ
な
た
が
主
役
で
す

問
総
務
課

撒（

）
４
１
２
８

５７

期

間

月

日（
火
）～

日（
月
）

１２

１１

３１

運
動
の
重
点

①
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
転
の
推
進

②「
子
ど
も
や
高
齢
者
に
優
し
い

３
Ｓ
運
動
」の
推
進

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
は
、危
険

の
発
見
が
遅
れ
る
、車
の
制
御
が
困

難
に
な
る
、衝
撃
時
の
衝
撃
が
大
き

く
な
る
な
ど
重
大
事
故
の
原
因
に
な

り
ま
す
。ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
、安

全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

～
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

記
帳
・
帳
簿
等
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

問
栃
木
税
務
署
個
人
課
税
部
門

撒
０
２
８
２（

）
０
８
８
５

２２

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々

年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、

不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
の
合
計

額
が
３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
に
必

要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類

の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の
所
得
を
生
ず

べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方（
所
得

税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
方
を
含
み

ま
す
）
に
つ
い
て
、
平
成

年
１
月

２６

か
ら
同
様
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記

帳
の
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
の
し
く
歌
お
う
日
本
の
歌
講
座

（
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
）

問
野
木
エ
ニ
ス
混
声
合
唱
団
代
表
長
山
マ
サ
子

撒（

）
２
０
１
８

５６

日
本
の
歌
を
美
し
い
発
音
で
、
楽

し
く
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時
１
月

日（
日
）
・

日（
日
）

１３

２７

２
月

日（
日
）
・

日（
日
）

１０

２４

い
ず
れ
の
日
も
午
後
１
時

分
～

３０

会

場

町
公
民
館

参
加
費

無
料

指
導
者

金
井
敬
先
生

前
川
陽
子
先
生

他

対
象
者

小
学
３
年
生
以
上
～
一
般

な
お
、
講
座
の
成
果
発
表
の
た
め
エ
ニ

ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
に
て
３
月

日
１０

（
日
）
に
発
表
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申

込

月
１
日
～

日
ま
で
に

１２

２０

問
い
合
わ
せ
先
へ

町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況

問
生
活
環
境
課

撒（

）
４
１
３
１

５７

こ
ど
も
教
育
課
撒（

）
４
１
８
２

５７

町
で
は
、
環
境
放
射
線
量
な
ど
を

測
定
し
て
い
ま
す
。
最
新
の
デ
ー
タ

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
庁
舎
内
掲
示

板
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎

月

日
、
役
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

１１

１４

ポ
ス
ト
で
測
定
し
た
環
境
放
射
線

量
の
値
は
、

地
面
か
ら
の
高
さ
１
ｍ
で

０
・
０
５
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

で
し
た
。

◎

月

日
～

月
９
日
、
各
小
中

１０

１１

１１

学
校
校
庭
で
測
定
し
た
環
境
放
射

線
量
の
値
は
、

最
大
０
・
１
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

最
小
０
・
０
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

で
し
た
。

※
平
常
時
管
理
基
準
は
０
・
２
３
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
で
あ
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
数
値
が
健
康
に
影
響

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2

お知らせ



3

「
き
ら
り
館
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
り
館
」

撒（

）
１
２
３
１

２３

姉（

）
１
２
３
２

２３

死kirarikan@
pearl.ocn.ne.jp

興
き
ら
り
冬
フ
ェ
ス
タ
外

～
栃
木
県
民
協
働
推
進
月
間
協
賛
事
業
～

テ
ー
マ
「
届
け
よ
う
ま
ご
こ
ろ
、
続
け
よ
う

復
興
支
援
外
」

町
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個

人
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
り
一
層
の
創
出
と

発
展
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
東
日

本
大
震
災
へ
の
継
続
支
援
を
目
的
と

し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
、
体
験
活
動
盛

り
だ
く
さ
ん
外

●
お
い
し
い
食
の
コ
ー
ナ
ー
も
満
喫

し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
金
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

月
８
日（
土
）

１２午
前

時
～
午
後
１
時

１０

【
雨
天
時
、
遊
び
の
コ
ー

ナ
ー
等
中
止
あ
り
】

会

場

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
ら
り
館
」

内

容

★
展
示
コ
ー
ナ
ー

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
の

活
動
紹
介
、
作
品
の
展
示

★
食
の
コ
ー
ナ
ー

焼
き
そ
ば
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
綿

ア
メ
な
ど

★
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー（
昔
遊
び
）

ベ
ー
ゴ
マ
、
紙
ト
ン
ボ
な
ど

★
団
体
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

★
体
験
、
発
表
の
コ
ー
ナ
ー

三
味
線
、
押
し
花
絵
、
折
り
紙
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど

★
募
金
活
動
コ
ー
ナ
ー

興
き
ら
り
大
楽
院

下
期
講
座

地
域
は
あ
な
た
の
パ
ワ
ー
を
待
っ
て
い
ま
す
！

「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座
（
２
）」

受
講
生
募
集

シ
ニ
ア
世
代
の
皆
さ
ん
、
地
域
デ
ビ

ュ
ー
講
座
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
体
験
談
な
ど
を

参
考
に
し
て
、
地
域
デ
ビ
ュ
ー
に
つ
な

げ
る
講
座
で
す
。

講
師
は
き
ら
り
館
に
登
録
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
当
し
、「
教
え

た
り
教
わ
っ
た
り
」
の
講
座
で
す
。

あ
な
た
の
力
と
時
間
を
、
ま
ち
づ
く

り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
使
っ
て

み
ま
せ
ん
か
！

日
時
・
内
容

全
６
回
シ
リ
ー
ズ

第
１
回
目

１
月

日（
金
）

１１

「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
と
は
」

～
ラ
ジ
オ
体
操
を
知
る

第
２
回
目

１
月

日（
金
）

１８

「
昔
遊
び
の
道
具
を
作
る
」

～
竹
細
工
で
道
具
を
作
ろ
う

第
３
回
目

２
月
１
日（
金
）

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
む
」

～
野
木
町
の
観
光
を
考
え
る

第
４
回
目

２
月
８
日（
金
）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
知
る
」

～
花
咲
か
せ
隊
の
活
動
・
コ
ー

ラ
ス
を
楽
し
も
う

第
５
回
目

２
月

日（
金
）

１５

「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
楽
し
も
う
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

役
割
」

第
６
回
目

３
月
１
日（
金
）

「
郊
外
学
習
」

～
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
見
学

時
間

全
回
午
前

時
～

時

１０

１２

会

場

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
ら
り
館
」、
他

定

員

先
着

名
１５

対

象

町
内
在
住
在
勤
の
シ
ニ
ア

・
シ
ル
バ
ー
の
方

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
郊
外
学

習
は
実
費
負
担
）

申

込

１
月
６
日（
日
）
ま
で
に

直
接
、
ま
た
は
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。

お知らせ

広 告
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障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た

問
野
木
町
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

（
町
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係
）

撒【
日
中
】
０
２
８
０（

）
４
１
９
６

５７

【
休
日
夜
間
】
０
９
０（
３
２
４
６
）
２
２
６
０

障
が
い
者
の
虐
待
や
養
護
者
の
支

援
に
つ
い
て
の
ご
相
談
・
通
報
・
お

問
い
合
わ
せ
窓
口
と
し
て
、
町
で
は

「
野
木
町
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
の
業
務

○
障
が
い
者
虐
待
に
関
す
る
通
報
・

届
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
障
が
い
者
虐
待
の
防
止
や
、
虐
待

を
受
け
た
障
が
い
者
の
保
護
の
た

め
の
相
談
・
指
導
・
助
言
を
行
い

ま
す
。

○
障
が
い
者
虐
待
の
防
止
な
ど
に
関
す

る
広
報
・
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
虐
待
で
す
鎧

○
殴
る
蹴
る
な
ど
の
身
体
的
虐
待

○
性
的
な
い
た
ず
ら
を
す
る
性
的
虐
待

○
食
事
を
与
え
な
い
な
ど
の
放
棄
・
放
任

被
害
の
拡
大
を
食
い
止
め
る
た
め
に

○
あ
な
た
の
通
報
が
早
期
発
見
・
対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
外

○
虐
待
を
発
見
し
た
場
合
は
、
国
民
の
だ
れ

も
が
通
報
の
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

○
通
報
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人

野
木
町
施
設
振
興
事
業
団
の
職
員
募
集

問
公
益
財
団
法
人
野
木
町
施
設
振
興
事
業
団

（
野
木
町
文
化
会
館
内
）

撒
０
２
８
０（

）
２
０
０
０

５７

募
集
職
種
・
受
験
資
格

公
益
財
団
法
人
野
木
町
施
設
振
興
事

業
団
職
員（
技
術
）
１
名

野
木
町
文
化
会
館
勤
務

（
技
術
）舞
台
機
構
調
整
技
能
士
２
級

以
上
で
、
平
成

年
３
月

日
現
在

２５

３１

で
大
学
、
短
大
、
高
等
学
校
、
専
門

学
校
卒
業
予
定
者
ま
た
は
卒
業
者
で
、

昭
和

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

３８

た
方

１
次
試
験

平
成

年
１
月

日（
日
）

２５

２０

試
験
会
場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル（
野
木
町
文
化
会
館
）

試
験
方
法

筆
記
試
験

申
込
受
付

月
７
日
～

日

１２

２６

※
来
館
の
場
合
、
火
曜
日
を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
５
時

※
郵
送
の
場
合
、

月

日
消
印
有
効

１２

２６

採
用
予
定

平
成

年
４
月
１
日

２５

※
詳
し
い
募
集
要
項
を
、

月
３
日

１２

よ
り
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
事
務
室
で
配

布
し
ま
す
。
ま
た
、
受
験
希
望
者

に
は
郵
送
も
い
た
し
ま
す
。

小
中
学
校
合
同

キ
ラ
リ
・
ク
リ
ー
ン
活
動

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）
４
１
８
２

５７

今
年
度
も
本
町
の
全
小
中
学
生
が

合
同
で
、
自
分
た
ち
が
生
活
し
て
い

る
地
域
を
清
掃
す
る
「
キ
ラ
リ
・
ク

リ
ー
ン
活
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
児

童
生
徒
が
社
会
奉
仕
の
精
神
や
協
力

性
を
養
う
た
め
、
休
日
の
土
曜
日
に

実
施
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、

児
童
生
徒
が
安
全
に
活
動
で
き
る
よ

う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

月

日（
土
）

１２

１５

午
前
９
時
～

時
１１

※
荒
天
時
中
止

場

所

町
内
全
域

活
動
内
容

学
区
内
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど

嘱
託
員
募
集

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）
４
１
８
３

５７

教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
平

成

年
度
の
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

２５
種
別

・
幼
児
こ
と
ば
の
教
室
指
導
員

・
特
別
支
援
教
育
指
導
員

・
教
育
相
談
指
導
員

・
学
校
用
務
嘱
託
員

・
学
校
補
助
事
務
員

・
学
校
図
書
館
司
書

募
集
期
間

月
３
日
～

日

１２

２０

募
集
内
容
・
勤
務
内
容
等

詳
細
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

お知らせ

広 告
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耳
の
聞
こ
え
の
相
談
会
＆
福
祉
の
説
明
会

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
ち
ぎ
難
聴

撒
０
２
８
５（

）
１
３
２
５

５１

姉
０
２
８
３（

）
８
１
６
０

２４

死sh
in
cyan

@
crocus.ocn.ne.jp

日

時

月

日（
日
）

１２

１６

午
前

時
～
午
後
４
時

１０

（
相
談
会
）

午
前

時
～
正
午

１０

（
受
付
９
時

分
～

時

分
）

４５

１１

４０

（
説
明
会
・
交
流
会
）

午
後
１
時
～
４
時

（
受
付

時

分
～
）

１２

４５

場

所

小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内

容

●
相
談
会

人
工
内
耳
相
談（
予
定
）、
補
聴
器
相
談
、

耳
の
聞
こ
え
・
難
聴
者
相
談
ほ
か

※
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
（
筆
談
対
応
）付

●
福
祉
の
説
明
会

聴
覚
障
が
い
者
の
福
祉
制
度（
予

定
）、
要
約
筆
記
の
活
動
内
容
と
紹
介

（
予
定
）
、
参
加
者
全
員
で
交
流
会

（
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
な
ど
）
ほ
か

※
要
約
筆
記
・
磁
気
誘
導
ル
ー
プ
有

参
加
・
相
談
無
料

耳
の
不
自
由
な
方
も
安
心
し
て
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

年
末
年
始
業
務
案
内

役

場

窓

口

問
住
民
課

撒（

）
４
１
２
６

５７

年
末
年
始
の

月

日
（
土
）～
１

１２

２９

月
３
日
（
木
）、
役
場
は
休
み
に
な
り

ま
す
。

休
み
に
入
る
前
の

月

日
と
、

１２

２８

業
務
開
始
の
１
月
４
日
は
、
特
に
窓

口
が
混
み
合
い
ま
す
。
こ
の
日
は
避

け
て
、
で
き
る
だ
け
前
も
っ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

自
動
交
付
機（
磁
気
カ
ー
ド
で
住
民

票
と
印
鑑
証
明
交
付
）の
ご
利
用
は
、

停
電
や
保
守
点
検
以
外
は
毎
日（
※
）

利
用
で
き
ま
す
。
午
前
８
時

分
～

３０

午
後
５
時

分
に
お
願
い
し
ま
す
。

１５

※

月

日
は
午
後
２
時
ま
で
、
庁

１２

２９

舎
内
停
電
の
た
め
ご
利
用
に
な
れ

ま
せ
ん
。（
予
定
）

休
み
中
の
届
出

役
場
が
休
み
の
間
で
も
、
出
生
届
、

死
亡
届
、
婚
姻
届
な
ど
の
戸
籍
届
出

は
、
当
直
職
員
が
扱
い
ま
す
。

※
夜
間
（
午
後
５
時

分
～
午
前
８

１５

時

分
）は
次
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

３０
㈱
エ
ス
・
エ
ス
・
ジ
ー

撒
０
２
８
５（

）
６
７
５
１

２３

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

問
生
活
環
境
課

撒（

）
４
１
３
１

５７

月
は
、
大
掃
除
な
ど
で
ご
み
の

１２
出
や
す
い
時
期
で
す
。
ご
み
収
集
が

休
み
に
な
る
前
に
、
早
め
に
ご
み
を

出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿
く

み
取
り
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
休
み

に
な
り
ま
す
。

栢
ご
み
収
集
を
休
む
期
間

月

日
（
月
）～
１
月
３
日
（
木
）

１２

３１

※
事
業
所
の
ご
み
収
集
も
同
期
間
に

休
み
と
な
り
ま
す
。

栢
し
尿
く
み
取
り
な
ど
を
休
む
期
間

月

日
（
金
）
午
後
～
１
月
３
日
（
木
）

１２

２８そ
の
他
の
公
共
施
設

役
場
以
外
の
公
共
施
設
な
ど
の
年

末
年
始
休
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

算

月

日
（
金
）～
１
月
４
日
（
金
）

１２

２８

・
公
民
館

・
体
育
セ
ン
タ
ー

・
武
道
館

・
弓
道
場

・
総
合
運
動
公
園
占
用
使
用

・
丸
林
中
央
公
園
運
動
場
占
用
使
用

・
あ
じ
さ
い
公
園
運
動
場
占
用
使
用

・
篠
山
運
動
場

・
犬
の
広
場
ド
ッ
グ
ラ
ン

算

月

日
（
土
）～
１
月
３
日
（
木
）

１２

２９

・
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
り
館
」

・
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

・
新
橋
児
童
館

・
町
立
図
書
館

・
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

・
社
会
福
祉
協
議
会

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
プ
館
）

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
キ
ラ
輪
号
予
約
セ
ン
タ
ー

り
ん

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お知らせ

「広報のぎ」に掲載する有料広告を募集します。

モノクロ１段枠（横１７５㎜×縦４０㎜）１６,０００円／月

モノクロ半段枠（横８５㎜×縦４０㎜） ８,０００円／月

※この記事のサイズが「半段枠」です。
※審査の結果、掲載できない場合があります
※詳しいことはお問い合わせください。

問政策課撒（５７）４１３３

広告募集中



こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
支
援
課

撒
０
２
８
５（

）
６
１
９
２

２２

テ
ー
マ

『
依
存
症
と
こ
こ
ろ
の
健
康

～
人
は
な
ぜ
の
め
り
込
む
の
か
～
』

目

的

お
酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど

や
め
た
い
の
に
や
め
ら
れ
な
い
習
慣

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日

時

月

日（
水
）

１２

１２

午
後
２
時
～
４
時

会

場

栃
木
県
庁
小
山
庁
舎
大
会
議
室

（
小
山
市
犬
塚
３－

１－

１
）

対

象

関
心
の
あ
る
方
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

定
員

名
８０

参
加
費

無
料

申

込

月
７
日（
金
）
ま
で
に
、

１２問
い
合
わ
せ
先
へ

新
春
経
済
講
演
会

「
揺
れ
動
く
内
外
情
勢
と
こ
れ
か
ら
の
政
局
」

問
町
商
工
会

撒（

）
２
２
３
３

５５

時
事
通
信
社
解
説
委
員
・
政
治
評

論
家
の
田
崎
史
郎
氏
を
招
き
新
春
経

済
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

１
月

日（
金
）

２５

午
後
２
時
～
４
時

会

場

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

定

員

１
５
０
名（
先
着
順
）

入
場
無
料（
事
前
予
約
な
し
）

中
小
企
業
季
節
資
金
（
年
末
資
金
）

融
資
の
お
知
ら
せ

問
県
経
営
支
援
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）
３
１
８
１

栃
木
県
で
は
本
年
度
も
、
中
小
企
業

の
皆
様
に
年
末
の
運
転
資
金
の
融
資
を
行

い
ま
す
の
で
、
是
非
御
利
用
く
だ
さ
い
。

融
資
対
象
者

県
内
に
1
年
以
上
事
業

所
を
有
し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る
中
小

企
業
お
よ
び
事
業
協
同
組
合
等
の
皆
様

資
金
の
使
い
み
ち

商
品
仕
入
れ
、
ボ

ー
ナ
ス
の
支
払
い
な
ど
の
季
節
的
な
運
転
資
金

融
資
条
件

・
融
資
額

企
業

１
千
万
円
以
内

団
体

１
億
円
以
内

・
融
資
利
率

年
２
・
０
％
以
内

た
だ
し
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証

を
付
す
る
場
合
は
、
年
１
・
５
％
以

内（
責
任
共
有
制
度
対
象
外
）、年
１
・

７
％
以
内（
責
任
共
有
制
度
対
象
）

・
融
資
期
間

平
成

年

月
１
日

２４

１１

～
平
成

年
３
月

日

２５

２９

融
資
の
申
込
先

県
内
に
本
店
を
有
す
る

銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
の
県
内
営
業
店

申
込
期
間

平
成

年

月

日
～

月

日
ま
で

２４

１０

１１

１２

２８

お
問
い
合
わ
せ
先

取
扱
金
融
機
関

又
は
栃
木
県
経
営
支
援
課

中
小
企
業
季
節
資
金（
年
末
資
金
）以

外
に
も
各
種
県
制
度
融
資
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T
O
W
N
ー
Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
大
作
戦

２
０
１
２
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

問
町
観
光
協
会
事
務
局（
町
産
業
課
内
）

撒（

）
４
１
５
３

５７

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
大
作
戦
を
被

写
体
と
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

応
募
資
格

年
齢
、性
別
、居
住
地
、

プ
ロ
・
ア
マ
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

テ
ー
マ

Ｊ
Ｒ
野
木
駅
前
東
西
ロ
ー

タ
リ
ー
に
設
置
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
主
題
と
し
た
も
の

応
募
サ
イ
ズ

４
つ
切
り
か
Ａ
４
サ
イ
ズ

※
額
装
し
て
御
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
点
数

お
一
人
様
１
作
品
限
り

応
募
期
間

平
成

年

月

日
～
平
成

年
１
月

日

２４

１２

１２

２５

１７

※
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
産
業
課
ま
で
）

町ホームページに掲載するバナー広告

を募集します。

１枠当たり：７，０００円／月

天地６０ピクセル、左右１２０ピクセル、

容量８KB以内、形式GIF・JPEG

※審査の結果、掲載できない場合があります
※詳しいことはお問い合わせください。

問政策課撒（５７）４１３３

広告募集中

6

お知らせ

人

権

標

語

友
達
は

何
で
も
話
せ
る

宝
物

野
木
第
二
中
学
校

井
出

い

で

菜
々
子

な

な

こ

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２３

田崎 史郎氏
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工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

経
済
産
業
省
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村

○
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
員
４
人

以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対

象
に

月

日
時
点
で
実
施
し
ま

１２

３１

す
。

○
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お

け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重

要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査

で
す
。

○
調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行

政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

○
調
査
票
に
御
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
御
理
解

い
た
だ
き
、
御
回
答
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
〈
公
社
〉野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

撒（

）
２
１
３
７

５６

興
刃
物
研
ぎ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
ま

か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
昔
の
切
れ
味
が

よ
み
が
え
り
ま
す
。
今
月
は
２
日
間

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
依
頼
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

月

日（
木
）・

日（
金
）

１２

２０

２１

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

場

所

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

料
金
例包

丁
類

２
０
０
円
～

ハ
サ
ミ
類

６
０
０
円
～

鎌
・
ナ
タ
類

３
０
０
円
～

興
障
子
・
襖
貼
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
子
・
襖
・
網
戸
の
張
替
も
承
っ
て

お
り
ま
す
。

年
末
近
く
に
な
り
ま
す
と
、
ご
依

頼
が
集
中
し
対
応
で
き
な
い
場
合
も

ご
ざ
い
ま
す
。
お
早
め
に
ご
依
頼
い

た
だ
き
ま
す
と
、
比
較
的
早
く
対
応

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
依
頼

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

犬
を
飼
う
と
き
の
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
を

問
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

ペ
ッ
ト
の
苦
情
で
多
い
の
は
、
犬

の
ふ
ん
の
置
き
去
り
、
鳴
き
声
が
う

る
さ
い
な
ど
で
す
。

ふ
ん
の
置
き
去
り
は
マ
ナ
ー
と
し

て
最
悪
で
す
。
自
分
の
家
の
前
に
ふ

ん
を
置
き
去
り
に
さ
れ
た
ら
、
ど
ん

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
か
？

鳴
き
声
は
、
人
の
感
じ
方
に
は
違

い
が
あ
る
も
の
で
す
。
自
分
で
は
少

し
く
ら
い
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て

も
、
意
外
と
ご
近
所
さ
ん
は
気
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

マ
ナ
ー
も
ル
ー
ル
も
守
る
の
は
犬

達
で
は
な
く
飼
い
主
で
す
。
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
の
は
、
犬
が

悪
い
の
で
は
な
く
そ
の
飼
い
主
の
問

題
で
す
。
犬
と
人
と
が
社
会
で
共
生

し
て
い
く
た
め
に
も
、
あ
な
た
の
犬

が
ご
近
所
か
ら
好
か
れ
る
た
め
に
も
、

「
飼
い
主
の
責
任
」
を
も
う
一
度
考

え
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
詫
び
と
訂
正

広
報
の
ぎ

月
号

ペ
ー
ジ
の
掲
載
内

１１

１４

容
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）賃
借
対
照
表

（
正
）貸
借
対
照
表

お知らせ

工
事
の
お
知
ら
せ

問
都
市
整
備
課

撒
（

）
４
１
５
７

５７
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生涯学習

特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館

撒（

）
４
１
７
８

５７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対

象
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

日

時

月

日（
木
）

１２

１３

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

月

日（
土
）

１２

１５

午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

場

所

町
公
民
館
２
階

第
４
研
修
室

申
込
不
要

※
日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

国
際
交
流
協
会
の
催
し

年
末
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

問
生
涯
学
習
課

撒
（

）
４
１
７
７

５７

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
毎
年
恒

例
の
町
民
と
外
国
籍
の
方
々
と
の
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ご

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
親
子
、

外
国
籍
の
方
お
よ
び
お
友
達
と
ご
一

緒
に
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

月

日（
日
）

１２

２３

受
付
午
後
１
時

開
始
午
後
１
時

分
～

３０

（
約
２
時
間
）

※
学
校
な
ど
で
配
布
し
た
チ
ラ
シ
に

は
、

月

日（
日
）開
催
と
な
っ

１２

１６

て
お
り
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り

月

日（
日
）開
催
に
変
更
と
な

１２

２３

り
ま
す
。

場

所

町
公
民
館

内

容

①
食
文
化
の
交
流
試
食
会（
日
本
は

手
打
ち
蕎
麦
、
韓
国
は
チ
ヂ
ミ
、
台

湾
は
小
籠
包
）

②
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
等（
賞
品
多
数
）

③
サ
ー
ク
ル
活
動
等
の
成
果
発
表

対
象
者

町
内
・
近
隣
市
町
に
お
住

ま
い
の
方

参
加
費

無
料

申

込

月
３
日
～

日
ま
で
に
、

１２

１０

問
い
合
わ
せ
先
へ
。
な
お
、
当
日
参

加
も
可
能
で
す
が
、
準
備
の
都
合
上

事
前
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
際
交
流
協
会
の
催
し

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

問
町
国
際
交
流
協
会

川
島

撒
０
９
０（
９
０
１
９
）
９
１
８
５

日

時

月
２
日
・
９
日

１２午
前
９
時

分
～

時

３０

１１

場

所

町
公
民
館

対

象

町
在
住
在
勤
の
外
国
の
方

受
講
料

無
料

申

込

当
日
直
接
会
場
へ

※
な
お
、
町
国
際
交
流
協
会
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
外
国
の
方
に

日
本
語
を
教
え
て
み
た
い
と
い
う

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

～
お
知
ら
せ
～

広
報
の
ぎ

月
号
で
お
知
ら
せ
し

１１

た
、
国
際
交
流
協
会
主
催
の
「
い
け

ば
な
講
座
」
に
つ
い
て
は
、
都
合
に

よ
り
、

月

日
か
ら

月

日
に

１２

１６

１２

２３

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

広 告

生
涯
学
習
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町
民
大
学
「
現
代
コ
ー
ス
」

～
人
と
の
つ
な
が
り
を
読
み
解
く
～

問
町
公
民
館

撒（

）
４
１
７
７

５７

私
た
ち
は
、
多
く
の
人
と
つ
な
が

り
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な「
人
と
の
つ
な
が
り
」
に
つ
い
て
、

感
情
や
文
学
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら

少
し
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
・
内
容
・
講
師

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り（
全
４
回
）

場

所

町
公
民
館

受
講
料

２
０
０
０
円

（
※
第
４
回
目
の
昼
食
代
等
）

定

員

名
２０

対

象

町
内
の
在
住
在
勤
者

（
町
外
か
ら
の
参
加
も
可
）

申

込

月
３
日
～

日
ま
で
に
、

１２

１４

町
公
民
館
窓
口
へ

そ
の
他

可
能
な
限
り
、
第
２
回
、

３
回
目
で
取
り
上
げ
る
作
品
を
あ
ら

か
じ
め
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
町
民
大
学
「
現
代
コ
ー
ス
」及
び

「
漢
学
コ
ー
ス
」の
両
方
を
受
講
さ
れ

る
方
は
、受
講
料
は
、
１
コ
ー
ス
分

（
２
０
０
０
円
）に
な
り
ま
す
。

町
民
大
学
「
漢
学
コ
ー
ス
」

～
自
他
を
生
か
す
こ
と
ば
～

問
町
公
民
館

撒（

）
４
１
７
７

５７

テ
レ
ビ
で
は「
こ
ど
も
論
語
」
と
い

う
番
組
が
あ
り
ま
す
。
足
利
学
校
で

は「
論
語
検
定
」
と
い
う
の
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
「
論
語
」が

注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
論
語
に
つ
い
て

の
講
演
を
企
画
し
ま
し
た
。

日
時
・
内
容
・
講
師

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り（
全
４
回
）

場

所

町
公
民
館

受
講
料

２
０
０
０
円

（
※
第
４
回
目
の
昼
食
代
等
）

定

員

名
２０

対

象

町
内
の
在
住
在
勤
者

（
町
外
か
ら
の
参
加
も
可
）

申

込

月
３
日
～

日
ま
で
に
、

１２

１４

町
公
民
館
窓
口
へ

※
町
民
大
学
「
現
代
コ
ー
ス
」及
び

「
漢
学
コ
ー
ス
」の
両
方
を
受
講
さ
れ

る
方
は
、受
講
料
は
、
１
コ
ー
ス
分

（
２
０
０
０
円
）に
な
り
ま
す
。

「現代コース」プログラム

テーマ・講師等日 時

感情心理学

恨みや妬みから読み解く。

他人の不幸はなぜうれしいのか？
講師：宇都宮大学准教授 澤田匡人氏

１２慨１５

（土）

１３：３０～

１５：００

※町民大学共通

１

日本文学

現代作家の作品から、人とのつながりや

絆を読み解く。日野啓三著『夢の島』
講師：作新学院大学教授 片岡 豊氏

１慨１２

（土）

１３：３０～

１５：００

２

日本文学

現代作家の作品から、人とのつながりや

絆を読み解く。

小川洋子著『博士の愛した数式』
講師：作新学院大学教授 片岡 豊氏

１慨２６

（土）

１３：３０～

１５：００

３

館外学習

皇居外苑東御苑散策と湯島聖堂見学
公民館職員

１慨３０

（水）

８：４０～

１６：５０

※町民大学共通

４

「漢学コース」プログラム

テーマ・講師等日 時

感情心理学

恨みや妬みから読み解く。

他人の不幸はなぜうれしいのか？
講師：宇都宮大学准教授 澤田匡人氏

１２慨１５

（土）

１３：３０～

１５：００

※町民大学共通

１

１楽しい『論語』

一緒に唱和しながら、孔子の言葉を正し

く学び合いましょう。
講師：漢文学窓『里仁』主宰 須藤明実氏

１慨９

（水）

１３：３０～

１５：００

２

２分かる『論語』

学・仁・器・温故知新など本来の意味を

知ると、人生が豊かになります。
講師：漢文学窓『里仁』主宰 須藤明実氏

１慨１６

（水）

１３：３０～

１５：００

３

館外学習

皇居外苑東御苑散策と湯島聖堂見学
公民館職員

１慨３０

（水）

８：４０～

１６：５０

※町民大学共通

４

生涯学習
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特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

野
木
町
町
制
施
行

周
年
記
念
事
業

５０

第

回
４１野

木
町
駅
伝
大
会

問
生
涯
学
習
課

撒（

）
４
１
８
７

５７

日

時

１
月

日（
日
）午
前

時
～

２０

１０

小
雨
・
小
雪
決
行
（
順
延
な
し
）

会

場

町
公
民
館
集
合

町
内
コ
ー
ス
（
コ
ー
ス
図
参
照
）

参
加
資
格
・
チ
ー
ム
編
成

算
小
中
学
生
の
部
は
、
町
内
の
小
中

学
生
の
参
加
と
し
ま
す
。

算
一
般
女
子
・
一
般
男
子
の
部
に
小

中
学
生
の
参
加
は
認
め
ま
せ
ん
。

算
壮
年
男
子
・
一
般
男
子
の
部
に
女

子
２
名
ま
で
の
参
加
は
認
め
ま
す
。

算
一
般
男
女
・
壮
年
の
部
は
、
町
在

住
在
勤
者
の
参
加
が
半
数
以
上
と

し
ま
す
。

種
目
・
人
数
・
参
加
料

産
小
学
生
男
子
・
女
子
、中
学
生
女
子
の
部

１
チ
ー
ム
５
名

１
５
０
０
円

産
一
般
女
子
の
部

１
チ
ー
ム
５
名

２
０
０
０
円

産
中
学
生
男
子
の
部

１
チ
ー
ム
７
名

２
０
０
０
円

産
一
般
男
子
・
壮
年
男
子
（

歳
以
上
）
の
部

４０

１
チ
ー
ム
７
名

３
０
０
０
円

申
込
期
間

月
３
日
～

日

１２

２１

申
込
方
法

参
加
料
を
添
え
生
涯
学

習
課
へ

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

ズ
ン
バ
パ
ー
テ
ィ
ー

～
楽
し
み
な
が
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト
～

問
生
涯
学
習
課

撒（

）
４
１
８
７

５７

ズ
ン
バ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
は
、
パ
ー

テ
ィ
ー
感
覚
で
世
界
中
の
音
楽
に
の

っ
て
楽
し
く
運
動
す
る
ラ
テ
ン
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
で
す
。
リ
ズ
ム
に
の
っ
て

楽
し
く
身
体
を
動
か
し
、
素
敵
な
ボ

デ
ィ
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日

時

月

日
・

日

１２

１８

２５

１
月
８
日
・

日
・

日
・

日

１５

２２

２９

毎
週
火
曜
日
全
６
回

午
後
１
時

分
～
２
時

分

３０

３０

場

所

町
武
道
館

講

師

三
好

康
恵

さ
ん

定

員

名（
先
着
順
）

５０

参
加
料

会

員

６
０
０
円

非
会
員

１
２
０
０
円

持
ち
物

運
動
の
出
来
る
服
装
、
シ
ュ

ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申

込

月
４
日
～

日
に
参
加

１２

１４

料
を
添
え
、
問
い
合
わ
せ

先
へ

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ボ
講
習
会

問
生
涯
学
習
課

撒（

）
４
１
８
７

５７

白
銀
の
世
界
の
中
で
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
思
い
切
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
外

日

時

２
月
２
日（
土
）

午
前
５
時
公
民
館
発

場

所

会
津
高
原
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場

対

象

小
学
生
以
上
の
町
在
住
在
勤
者

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

※
ス
ク
ー
ル
に
全
員
参
加
と
な
り
ま
す
。

講

師

町
ス
キ
ー
協
会
指
導
員

ス
キ
ー
場
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

交

通

貸
切
バ
ス
２
台

定

員

先
着

名
７０

参
加
料

中
学
生
以
上

纂
Ａ
コ
ー
ス

５
０
０
０
円

（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
等
）

纂
Ｂ
コ
ー
ス

６
５
０
０
円

（
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
又
は
レ
ン
タ
ル
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
・
リ
フ
ト
・
昼
食
代
等
）

小

学

生

纂
Ｃ
コ
ー
ス

４
０
０
０
円

（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
等
）

纂
Ｄ
コ
ー
ス

５
０
０
０
円

（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
・
レ
ン
タ
ル
ス
キ

ー
等
）

※
小
学
生
の
レ
ン
タ
ル
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は

５
０
０
円
増

※
レ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ア
は
別
添
２
０
０
０
円

※
レ
ン
タ
ル
ゴ
ー
グ
ル
、
帽
子
、
手

袋
は
別
添
各
２
０
０
円

申

込

月
３
日
～

日
に
参
加

１２

２１

料
を
添
え
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

スポーツ

ス
ポ
ー
ツ

駅伝コース図



問
町
立
図
書
館

撒
（

）
２
８
１
１

５７

お
は
な
し
会
の
予
定

☆
グ
レ
ー
ス
森

月
７
日（
金
）

１２午
前

時
～

時

分

１１

１１

３０

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
象
：
幼
児

☆
ピ
ノ
キ
オ

月

日
・

日
・

日

１２

１１

１８

２５

火
曜
日

午
前

時
～

時

分

１１

１１

２０

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
♪
手
あ
そ
び

対
象
：
幼
児

月

日（
土
）

１２

１５

午
後
２
時
～
２
時

分
３０

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
♪
手
あ
そ
び

♪
工
作

対
象
：
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

☆
図
書
館
職
員

月
８
日（
土
）

１２午
後
２
時
～
２
時

分
３０

♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
♪
お
り
が
み

対
象
：
４
歳
位
か
ら
小
学
生

※
場
所
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

ひ
ま
わ
り
号
で
、
各
小
学
校
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
に
も
貸

し
出
し
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
児
童
書
が
中
心

で
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
貸
し
出
し

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

/
４

新
橋
小

１２
午
後
１
時

分
～
１
時

分

１０

４０

/
５

南
赤
塚
小

１２
午
後
１
時
～
１
時

分
４５

/

佐
川
野
小

１２

１１
午
後
０
時

分
～
１
時

分

５０

２０

/

友
沼
小

１２

１２
午
後
１
時
～
１
時

分
４０

/

野
木
小

１２

１８
午
後
１
時
５
分
～
１
時

分
３５

子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動

冬
の
お
は
な
し
会

日

時

月

日（
日
）

１２

２３

午
前

時
～

時

１０

１２

（
９
時

分
開
場
）

４５

場

所

図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

対

象

幼
児
～
小
学
生

内

容

読
み
き
か
せ
、
紙
芝
居
、
工
作
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

主

催

絵
本
の
会

連
絡
先

西
巻
ち
ず
子
撒（

）
１
０
９
６

５５

新
着
図
書
案
内

酸
一
般
書

○
彷
徨
い
人

（
天
野
節
子
）
小
説

○
日
本
を
、
信
じ
る（
瀬
戸
内
寂
聴
）小
説

○
生
き
る
ぼ
く
ら
（
原
田
マ
ハ
）
小
説

○
バ
ー
ニ
ン
グ
・
ワ
イ
ヤ
ー

（
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
）
小
説

○
１
３
７
億
年
の
物
語
（
文
藝
春
秋
）歴
史

○
歴
史
で
た
ど
る
領
土
問
題
の
真
実

（
保
阪
正
康
）
社
会

○
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
と
は
な
に
か
（
講
談
社
）自
然
科
学

○
も
う
ひ
と
つ
の
旬
を
楽
し
む
レ
シ
ピ

（
岡
田
比
呂
実
）
料
理

酸
児
童
書

○
絵
本
・
グ
リ
ム
童
話
１
～
５

（
岩
崎
書
店
）絵
本

○
夜
の
小
学
校
で（
岡
田
淳
）
よ
み
も
の

○
ア
ー
ヤ
と
魔
女

（
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
）

よ
み
も
の

○
ヒ
ト
の
親
指
は
エ
ラ
イ
！

（
山
本
省
三
）自
然

○
ゴ
リ
ラ
は
語
る（
山
極
寿
一
）自
然

※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
蔵
書

検
索
→
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
新

刊
本
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

※
貸
出
中
の
場
合
は
予
約
が
で
き
ま
す
。

グ
リ
ム
童
話
の
お
は
な
し
会

日

時

月
２
日（
日
）

１２午
前

時

分
～

時

１０

３０

１１

午
前

時

分
～

時

分

１１

１５

１１

４５

場

所

１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

対

象

幼
児
～
小
学
生

内

容

わ
ら
と
す
み
と
そ
ら
ま
め

赤
ず
き
ん

他

主

催

昔
話
の
会

連
絡
先

笹
倉
利
江
撒（

）
３
０
９
４

５７

リ
サ

イ
ク

ル

市

開

催

図
書
館
が
所
有
す
る
本（
雑
誌
含

む
）の
う
ち
、
廃
棄
予
定
の
も
の
を

希
望
者
に
無
償
で
配
布
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
本
を
有
効
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
で
、
昨
年
度
は
約
２
７
０
０

冊
が
新
し
い
持
ち
主
に
引
き
取
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。

日

時

月
８
日
～

日

１２

１２

※

日（
月
・
休
館
）除
く

１０
午
前
９
時

分
～
午
後
４
時

３０

会

場

図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

出

品

本
・
雑
誌

対

象

町
在
住
者

（
１
人
５
点
ま
で
）

※
９
日
以
降
は
町
外
者
可
。
冊
数
制

限
な
し
。
袋
は
、
各
自
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

11

と
し
ょ
か
ん

としょかん
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新

橋

児

童

館

問
撒（

）
９
１
５
５

５７

興
お
知
ら
せ

今
年
１
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

月

日（
土
）～
１
月
３
日

１２

２９

（
木
）
ま
で
年
末
年
始
の
た
め
、児
童

館
は
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
鎧

興
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

お
か
い
も
の
ご
っ
こ
を
す
る
よ
～

☆
先
生
た
ち
が
い
ろ
ん
な
お
み
せ

を
だ
し
ま
す
。
み
ん
な
、
お
買
い
物

を
し
に
き
て
ね
♪
ま
っ
て
ま
ー
す

鎧日

時

月
７
日（
金
）

１２午
前

時

分
～

１０

３０

時

分

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
親
子
で
３
Ｂ
体
操
外

寒
く
な
っ
た
こ
の
季
節
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
み
ん
な
で
身
体
を

動
か
し
て
ぽ
か
ぽ
か
し
ま
せ
ん
か
？

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
な
り
ま
す
よ
♪

日

時

月
８
日（
土
）

１２午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
料

１
家
族
５
０
０
円

（
講
師
代
と
し
て
）

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
も
の
づ
く
り
っ
こ
ク
ラ
ブ

テ
ー
マ
は「
カ
ラ
ー
セ
ロ
フ
ァ
ン
」

だ
よ
☆
カ
ラ
ー
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
使
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
工
作
を
し
ち
ゃ
お
う

鎧
ど
ん
な
も
の
が
で
き
る
か
な
？

日

時

月

日（
月
）下
校
後

１２

１０

対

象

全
児
童
と
保
護
者（
幼
児

は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
き
っ
ず
シ
ア
タ
ー
く
ら
ぶ

ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
素
敵
な
物
語

の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

？
幼
児
さ
ん
は
お
に
い
さ
ん
、
お
ね

え
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ
を
聞
き
に
来

て
ね
☆

日

時

月

日（
火
）

１２

２５

午
後
２
時
～
３
時

対

象

小
学
生（
見
学
は
幼
児
・

保
護
者
も
Ｏ
Ｋ
！
）

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会

今
年
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
は
ド
ッ
ヂ

ボ
ー
ル
大
会
鎧
寒
い
中
で
も
熱
い
バ

ト
ル
を
繰
り
広
げ
よ
う
鎧
先
生
達
も

参
加
し
ち
ゃ
う
か
も
骸
み
ん
な
の
参

加
を
ま
っ
て
い
ま
す
鎧

日

時

月

日（
水
）

１２

２６

午
後
２
時
～
３
時

対

象

小
学
生
以
上

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

問
撒（

）
１
４
４
０

５4

興
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

寒
い
冬
を
吹
き
飛
ば
せ
外
元
気
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
ま
し
ょ
う
。

日

時

月
１
日
・
８
日
・

日

１２

１５

日
２２全

土
曜
日

４
回

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

小
学
生
以
上

参
加
料

無
料

申

込

随
時
受
付
中
外
児
童
セ
ン

タ
ー
へ
（
電
話
可
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

興
み
ん
な
で
ド
レ
ミ
♪

セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
リ
ト
ミ
ッ

ク
で
す
。
音
楽
と
遊
び
の
コ
ラ
ボ
の

１
時
間
を
親
子
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

日

時

月
４
日（
火
）

１２午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

定

員

組
程
度

２０

参
加
料

無
料

申

込

受
付
中
外
児
童
セ
ン
タ
ー

へ
（
電
話
可
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

こどもひろば

３Ｂ体操中です外
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興
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
で《
ビ
ッ
グ
な

プ
チ
ケ
ー
キ
》を
作
り
ま
す
。一
足
お

先
に
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
か

も
…
★

日

時

月
８
日（
土
）

１２午
前

時
～
正
午

１０

対

象

３
歳
以
上（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
）

参
加
料

１
人
１
０
０
円

申

込

月
６
日
ま
で

１２参
加
料
を
添
え
児
童
セ
ン

タ
ー
へ
（
電
話
不
可
）

興
ぴ
よ
ぴ
よ
ぐ
み

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
鎧
か
わ
い
い

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日

時

月

日（
月
）

１２

１７

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

００

対

象

０
歳
～
１
歳
６
ヶ
月
の
親
子

参
加
料

無
料

申

込

随
時
受
付
中

興
オ
セ
ロ
大
会

白
と
黒
の
対
決
鎧
熱
い
戦
い
を
今

年
も
期
待
し
ま
す
。

日

時

月

日（
土
）

１２

２２

午
前

時

分
～
正
午

１０

３０

対

象

小
学
生
以
上

参
加
料

無
料

申

込

月
１
日（
土
）～
受
付
開
始

１２

参
加
賞
の
都
合
上
、

月

日
ま
で

１２

２０

に
必
ず
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
電

話
可
）

興
ク
リ
ス
マ
ス
・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
不
思
議
で
素

敵
な
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
？
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
も
来
ち
ゃ
う
か
も
…
。

日

時

月

日（
火
）

１２

２５

①
午
後
１
時

分
～
２
時

分

３０

１５

②
午
後
２
時

分
～
３
時

分

３０

１５

対

象

①
は
幼
児
と
保
護
者

②
は
小
学
生
以
上

参
加
料

無
料

申

込

月

日
ま
で
に
児
童
セ

１２

２０

ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
）

興
お
知
ら
せ
…

児
童
セ
ン
タ
ー
は

歳
以
下
の
方

１８

と
そ
の
保
護
者
の
方
の
た
め
の
施
設

で
す
。
一
部
有
料
イ
ベ
ン
ト
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
無
料
で
利
用
が
出
来
ま

す
の
で
、
是
非
、
遊
び
に
来
て
下
さ

い
。
開
館
時
間
は
午
前
８
時

分
～

３０

午
後
５
時

分
で
、
休
館
日
は
日

３０

曜
・
祝
日
・
年
末
年
始（

月

日

１２

２９

～
１
月
３
日
）
で
す
。

ま
た
、
未
就
園
児
と
保
護
者
を
対

象
に
幼
児
ク
ラ
ブ
を
毎
週
水
曜
日
・

木
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
製
作

や
、
お
歌
、
手
遊
び
、
英
語
教
室
、

季
節
の
イ
ベ
ン
ト
等
楽
し
い
内
容
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
の
で
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

児
童
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
等
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

合
同
イ
ベ
ン
ト

興
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

群
馬
県
の
「
向
井
千
秋
記
念
子
ど

も
科
学
館
」
へ
冬
の
星
座
を
見
に
行

き
ま
す
。

日

時

月

日（
土
）

１２

２２

対

象

全
利
用
者（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
）定
員

名
程
度

１５

参
加
料

幼
児
５
０
０
円

小
人（
４
歳
以
上
）
８
０
０
円

大
人（
高
校
生
以
上
）
１
１
０
０
円

申

込

月

日
～

１１

２６

参
加
料
を
添
え
児
童
館
・

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

不
可
）

興
Ｅ
Ｃ
Ｏ
で
お
正
月

新
春
恒
例
企
画
を
今
回
は
、
２
館

合
同
で
実
施
し
ま
す
。
無
料
で
楽
し

め
る
工
作
、
お
正
月
遊
び
体
験
、
福

袋
、
先
生
た
ち
の
お
話
会
や
あ
っ
た

か
い
う
ど
ん
販
売（
１
０
０
円
）
と
楽

し
い
内
容
で
お
正
月
を
エ
コ
で
楽
し

み
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

新
橋
児
童
館
・
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン

タ
ー
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日

時

１
月

日（
土
）

１２

午
前

時
～
午
後
２
時

１０

対

象

全
利
用
者

参
加
料

無
料

う
ど
ん
販
売
の
み
有
料（
１
０
０
円
）

申

込

イ
ベ
ン
ト
自
体
の
申
込
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
う
ど
ん
の
販
売
は

月
３
日
よ
り
前
売
り
券
の
販
売
を

１２し
て
い
ま
す
。

こどもひろば

幼児クラブの様子

幼児クラブ外遊びの様子

※イメージです
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問い合わせ先相談員内容・対象場 所日 時名 称

幼児ことばの

教室

撒（５７）４１８９

言語聴覚士
ことばの発育で気

になる事など

幼児ことばの教室

（町武道館裏）

（窓口：こども教育課）

月～金曜日
（祝日を除く）

午前９時３０分～正午

午後１時から５時

幼児ことば

の 教 室

こども教育課

撒（５７）４１３８
相談員

児童生徒・保護者

の方の悩み、教育

に関する相談

町こども教育課

月～金曜日
（祝日を除く）

午前８時３０分～正午

午後１時から５時

教 育 相 談

あすなろ教育相談室

撒（５７）４１８９（直通）
相談員

不登校に関する相

談

あすなろ教育相談室

（町武道館裏）

月～金曜日

（祝日を除く）

午前９時～正午

午後１時から３時

あ す な ろ

教育相談室

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００
社協職員

生活福祉資金等貸

付・福祉サービス利

用援助・日常的金銭

管理サービスについて

町老人福祉センター

（ホープ館）

月～金曜日

午前８時３０分

～午後５時１５分

生 活 資 金・

地 域 福 祉

権利擁護相談

法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５相談員法的な困りごと

法テラス栃木
宇都宮市本町４－１５
宇都宮ＮＩビル２階
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

月～金曜日

午前９時～正午

午後１時から４時

法テラス栃木

司法書士会

撒028（６１４）１１２２
司法書士

不動産関係、会社関

連、裁判所手続関連、

成年後見関連の相談、

供託、消費者金融会

社等の借金整理

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室
小山市城東1丁目6番36号
【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

【小山会場】
毎月第３土曜日（要予約）
午前１０時～午後３時
【電話相談】
毎週土曜日
午前１０時～午後３時

栃木県司法書士会

総合相談センター

小山労政事務所

撒0285（22）4032
産業カウンセラー

職場でストレスやメ
ンタルヘルス不調を
抱えている方、その
ご家族や上司・同僚
の方からの相談

小山労政事務所
小山市犬塚３－１－１
県庁小山庁舎３階

毎月第４金曜日
午後１時３０分～

午後４時３０分

働く人のメンタル

ヘルス相談

行政書士会

撒028(635)1411
行政書士

成年後見・相続・遺

言・契約書・許認可

電話相談

撒０２８（６３８）０９１９

月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～午後５時

行政書士電話

相談センター

宇都宮地方法務局

撒028(623)0926
相談員

近隣間のトラブル、
高齢者に対する虐待、
障がい者に対する差
別や偏見などの相談

電話相談

撒０５７０（００３）１１０

（全国共通）

平日
午前８時３０分
～午後５時１５分

み ん な の

人権１１０番

宇都宮地方法務局

撒028(627)3855
相談員

夫・パートナーから
の暴力やストーカ
ー行為、女性に対す
る差別など、女性を
めぐる様々な相談

電話相談

撒０５７０（０７０）８１０

（全国共通）

平日

午前８時３０分

～午後５時１５分

女性の人権

ホットライン

栃木いのちの
電話事務局

撒028（６２２）７９７０
相談員自殺予防相談

電話相談

撒０１２０（７３８）５５６

毎月１０日午前８時

～１１日午前８時

フリーダイヤル
「自殺予防

いのちの電話」

一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
撒028(612)0021

相談員
生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺
念慮などの幅広い悩み

電話相談

撒０１２０（２７９）３３８
２４時間いつでも

よりそい

ホットライン

（社）日本産業カ

ウンセラー協会

撒03(5408)8651

相談員

働く人のメンタルヘ
ルス・ポータルサイト
心の健康確保と自
殺や過労死の予防

インターネットでの相談

http://kokoro.mhlw.go.jp/
２４時間いつでもこころの耳

町消費生活センター

撒(23)１３３３
相談員

契約や取引に関する
消費者トラブル

町産業課内

消費生活センター

平日
午前９時～１２時
午後１時～４時

消費生活相談

※年末年始・お盆などは、お休みの場合もありますので、事前に各問い合わせ先へご確認ください。
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問い合わせ先相談員内容・対象場 所日 時名 称

新橋児童館

撒（５７）９１５５
子育てサロン相談員子育てについて新橋児童館

１2月３日（月）

１7日（月）

午前１０時～正午

子育てサロン

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００

民生児童委員

保護司

人権擁護委員

日頃の悩みなど日

常生活について

町老人福祉センター

（ホープ館）

１２月５日（水）

１9日（水）

午前１０時～正午

心配ごと相談

あかつか児童センター

撒（５４）１４４０

センター職員
子育てについてあかつか児童センター

１2月１0日（月）

２６日（水）

午前１０時～正午

子育てサロン

生活環境課

撒（５７）４１３２

人権擁護委員

行政相談委員

人権侵害の悩み、

毎日の暮らしの中

で役所などが行っ

ている仕事に対す

る疑問や相談

町老人福祉センター

（ホープ館）

１2月１2日（水）

午前９時～正午

人 権・行 政

合 同 相 談

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００
保健師

健康管理や健康指

導について

町老人福祉センター

（ホープ館）

１２月１８日（火）

午前９時３０分

～１１時３０分

健 康 相 談

住民課
撒（５７）４１２７

行政書士

相続や遺言、農地転
用、開発行為など、
役所に提出する書類
や手続に関すること
・予約制
・随時受付先着４名

町老人福祉センター

（ホープ館）

１２月２６日（水）

午前１０時～正午

行 政 書 士

専 門 相 談

野木町地域包括

支援センター

撒（５７）２４００

保健師

社会福祉士

介護支援専門員

高齢者についての

介護相談・総合的

な相談

友沼５８４０－１

町老人福祉センター

（ホープ館）隣

月～金曜日
午前８時３０分
～午後５時１５分

（緊急時は上記以外でも）

野木町地域包括

支援センター

ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）３６２４

相談支援専門員
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとそのご家族など

丸林６３０－４

グランツブリーゼ

月～土曜日
午前８時３０分
～午後５時３０分

ライフサポート

センターゆめ

みらい
撒（５７）２６７３

相談支援専門員
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとそのご家族など

丸林３７１－１２
月～金曜日
午前１０時
～午後５時００分

み ら い

健康福祉課
撒（５７）４１７１保健師・栄養士健康・子育てにつ

いて町保健センター毎週水曜日
（受付）午前９時３０分～１１時

健 康・育 児
相 談

町ボランティア支援
センター（きらり館）
撒（２３）１２３１

コーディネーター
ボランティアにつ
いて

町ボランティア
支援 セン ター
（きらり館）

火～日曜日

午前９時～午後６時

ボランティア

相 談

健康福祉課
撒（５７）４１９６町職員

障がい者の虐待に
ついての相談・通
報

町保健センター
電話相談
（平日）（５７）４１９６
(休日・夜間)
０９０（３２４６）２２６０

（来所）月～金曜日
（祝日を除く）
午前８時３０分

～午後５時１５分
（電話）随時

野 木 町 障 が
い 者 虐 待 防
止 セ ン タ ー

相談コーナー
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三
国
サ
ミ
ッ
ト
情
報

古
河
市

算
万
葉
集
歌
碑
め
ぐ
り

万
葉
集
の
巻
十
四
に
二
首
収
録
さ
れ

て
い
る
「
許
我
の
渡
」。古
河
周
辺
で
万

葉
集
に
詠
ま
れ
た
地
を
、各
地
の
万
葉

歌
碑
の
写
真
パ
ネ
ル
・
拓
本
な
ど
を
通

し
て
紹
介
し
ま
す
。

日

時

月

日
（
水
）
ま
で

１２

２６

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時

分
ま
で
）

３０

場

所

古
河
文
学
館

入
館
料

一
般
２
０
０
円
、
小
中
高
生

円
５０

休
館
日

月
曜
日

問
古
河
文
学
館
撒
０
２
８
０（

）
１
１
２
９

２１

加
須
市

算
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
大
作
戦

趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
街
を
彩
り
、こ
の
地
域
か
ら
「
元

気
」と
「
活
気
」
を
３
０
、
０
０
０
球
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
に
の
せ
て
発
信
し
ま
す
。

日

時

月

日
（
土
）
ま
で

１２

２９

午
後
５
時
～
午
後

時

分

１０

１０

場

所

北
川
辺
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
み
の
り
）北
側

主

催

北
川
辺
D
r
e
a
m
プ
ロ
フ
ェ
ク
ト

問
北
川
辺
総
合
支
所
環
境
経
済
課

撒
０
２
８
０（

）
１
２
０
５

６１

三
国
サ
ミ
ッ
ト
情
報

ゆ～らんど お知らせ
（野木町健康センター）

★ゆ～らんどでは 毎週土曜日に農産物直売

毎週日曜日に菓子パンなどの販売をしております。

出品者の募集も行っていますのでお問い合わせください。

★“クリスマスじゃんけん大会”を実施します。23日（日）・24日（月）の２日間

ご来場の際に、じゃんけんで勝った方に粗品をプレゼントいたします。※景品が無くなり次第終了となります。

★荒井出張鍼灸治療院‘荒井拓郎’氏による手技療法治療を実施します。（毎週水曜日）

★１２月のお風呂 温泉…（男女露天風呂）２２（土）・２３（日）《西那須野温泉大鷹の湯》

ゆず風呂…（男女露天風呂）８（土）・９（日）

◎新年１月２日・３日は先着１００名様に特製甘酒を振る舞います。

開館時間10：00～20：00 酒類の持ち込み禁止 都合により、変更、臨時休館になる場合がございます。詳しくはお問い合わせください。

◎年末年始の休館日 １２月２８日から翌年１月１日まで、及び１月４日

住所 野木町南赤塚１５１４

電話 ０２８０－５７－０７５５

指定管理者 宮ビルサービス（株）

休館日 火曜日
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（8）

トピックス ～町の話題・投稿～

第
８
回
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

結
果
報
告

９
月

日
（
日
）栃
木
県
総
合
運
動

３０

公
園
他
で
快
晴
の
中
行
わ
れ
、
県
内

約
２
千
名
の
出
場
が
あ
り
障
が
い
別

に
競
技
が
競
わ
れ
ま
し
た
。
当
町
か

ら
は
２
名
の
方
（
一
般
申
込
者
）
が
出

場
し
ま
し
た
。

昨
年
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

問
町
健
康
福
祉
課

（

）
４
１
７
２

５７

供
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
僑

各
賞
決
定

毎
夏
恒
例
の
供
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
僑
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
地
球
温

暖
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
今
日
に

お
い
て
、
私
た
ち
に
も
で
き
る
地
球

温
暖
化
対
策
と
し
て
緑
の
カ
ー
テ
ン

作
り
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

審
査
は
、
カ
ー
テ
ン
の
生
育
状
況

の
ほ
か
育
成
に
関
す
る
創
意
工
夫
、

楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
等
を

評
価
し
て
い
ま
す
。
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
個
人
部
門

最
優
秀
賞

南
赤
塚

伏
木
洸
様

優
秀
賞

丸

林

山
﨑
智
子
様

◎
事
業
所
等
部
門

最
優
秀
賞

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

場 所順 位種 目氏 名

栃木県総合運動

公園・陸上競技場
２位砲丸投中村 聰

県立温水プール館

（小山市）

１位

大会記録

水泳・自由形

２５ｍ今井 毅
１位

大会記録

水泳・バタフライ

５０ｍ

Ꭵ
⎀
ӕ
⎽

⎡
Ӵ

⎈
⏆
⎡
⍽
ᛅ
⏅
⍥

⎞
⎊
⎙
⎲
⎱
⎊
⎒
⍦

煉
瓦
を
焼
く
た
め
に
炉
内
に
積
み
上
げ
る
方
法
と
「
火
つ

け
」
で
す
。
こ
れ
は
、「
粉
炭
」
の
燃
焼
が
進
む
よ
う
に
、

炎
の
流
れ
る
空
間
を
作
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
煉
瓦

一
枚
一
枚
は
、
指
先
ほ
ど
の
空
間
を
空
け
て
積
み
上
げ
た

と
の
こ
と
で
す
。

野
木
町
煉
瓦
窯
を
愛
す
る
会

「
燃
料
の
粉
炭
」
の
投
入
口

●窯に「火」を着けるには、窯

の「リブ部」に煉瓦で壁を作る。

その壁の底部に3つの「穴」を開

ける。「穴」を囲むようにして

「ドストル」を造り薪を燃やし

た。窯内部の「粉炭」が燃え上

がる温度（８百度程度か）にな

るよう燃やし続けた。

炉
内
底
面
は
「
碁
盤
の
目
」
の
様
に
空
間
を
つ
く
る
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「認知症サポーター養成講座」



����

�����������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

�
��
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
��
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
�
�
�
��
�
�

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
��
�
�
�
�
��
�
�
��
�

�
�
�
��
�
�
��
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
��
�

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������

���������

������������

�������

��
��
���

�
�
�

��

��
��
��

���
�����

��
��
����

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

��

���
�����

��
��
����

���������

����

�
�
�
�

�� �����

������

�����

�
����

���
�����

�
�
��
�
�
�
�

��

�
����

����
����

��
���

�����
����

��
����

����
����

�������

���

�
�
�
�

��

���

����

��
����

��
�����

�
�
��
�
�
�
�

��

�
���

��
����

��
����

��
����

������

���

��������

������

��������������

��������������������

����������������������

�����������������������

�������������������������

�������������������

��������������������

��
���������������

野木町煉瓦窯を
　　未来に残すために！



平
成

年

月
１
日
発
行

広
報
の
ぎ
（
４
９
５
号
）
鞄
発
行

野
木
町

蒲
編
集

野
木
町
広
報
委
員
会

●
野
木
町
役
場
政
策
課
秘
書
広
報
係

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

撒
０
２
８
０（

）
４
１
３
４

２４

１２

５７

佐
川
野
字
西
谷
地
内
の
雑
木
林
の
中

に
あ
る
円
墳
で
、
一
部
民
家
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。
規
模
は
径
十
・
七
メ
ー

ト
ル
で
、
墳
頂
部
は
長
径
四
・
五
メ
ー
ト

ル
、
短
径
三
・
一
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
状

の
平
坦
地
と
な
り
、
祠
が
祭
っ
て
あ
り

墳
丘
南
斜
面
上
に
参
道
が
あ
る
。

周
湟
は
北
側
で
そ
の
痕
跡
の
一
部
が

認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
は
不
明
で
あ

る
。
台
地
西
端
の
や
や
急
斜
面
上
に
位

置
す
る
た
め
、
造
営
過
程
は
省
略
化
傾

向
を
示
す
。
お
そ
ら
く
、
西
側
の
周
湟

は
存
在
し
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
出

土
遺
物
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

広報 のぎ

ୌ

ࡣ


シ
リ
ー
ズ

野
木
町
の
ご
み
処
理

問
生
活
環
境
課

撒（

）
４
１
３
１

５７

⑬
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
等

整
備
基
本
設
計
（
７
）

施
設
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

今
後
の
施
設
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

及
び
概
要
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

平
成

年
4
月
か
ら
新
し
い
施
設

28

に
よ
り
、
ご
み
処
理
が
開
始
さ
れ
る

予
定
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
収
集
方

法
、
分
別
方
法
に
つ
い
て
も
見
直
し

を
検
討
し
て
、
随
時
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
（
小
山
市

塩
沢
６
０
４
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
８
５
（
２
２
）
８
１
８
２

※
生
ご
み
、可
燃
ご
み
、不
燃
ご
み
、

資
源
物
は
、き
ち
ん
と
分
別
し
、決
め

ら
れ
た
日
に
、出
し
ま
し
ょ
う
。
ご
み

の
減
量
化
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

都
公
園
花
の
会

冬
の
訪
れ
の
前
に
、
丸
林
東
の
都
公
園
の

花
壇
も
衣
替
え
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
長
い
間

頑
張
っ
て
く
れ
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
百
日

草
、
千
日
紅
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど
か
ら
、
パ
ン
ジ

ー
、
ビ
オ
ラ
、
葉
ボ
タ
ン
等
の
か
わ
い
い
苗
へ

と
移
り
ま
し
た
。
公
園
を
訪
れ
る
人
達
か
ら

元
気
を
も
ら
っ
て
こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
寒
さ

を
凌
ぎ
、
春
に
は
大
き
な
株
に
な
っ
て
花
を

溢
れ
さ
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
都
公
園
花

の
会
の
仲
間
も
、
来
春
の
綺
麗
な
花
壇
を
楽

し
み
に
、
冬
の
作
業
を
楽
し
ん
で
行
き
ま
す
。

花
好
き
な
方
の
参
加
、
い
つ
で
も
大
歓
迎
で

す
。 み

ん
な
で
花
に
元
気
を
吹
き
込
ん
で


